
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島 100 万人署名を集めきろう！ 

3/4～3/12「復興支援・ノーニュークス週間」の成功を 
安倍政権は原発事故などなかったかのように、原発被害者の賠償打ち切りや避難者の強制帰還の押しつけ

など福島切り捨て政治をすすめる一方、原発再稼働、原発輸出を推進しています。 

そのような情勢のもとで、昨年 10 月からとりくみはじめた「ふくしまの復興と原発ゼロをめざす大運動」、

とりわけ、2月 11 日(日)4 紙(朝日、東京、福島民報、福島民友)掲載の意見広告に多くのなかまみなさんか

ら全体として 1150 万円超、全労連として 280 万円超の賛同をいただきました。無事、予定とおり 2 月 11

日(日)に掲載します。ご覧いただき、感想などをお寄せください。 

意見広告とともに、もうひとつの大きな柱が「とめよう！原発再稼働 かえよう！福島切り捨て政治 国

と東京電力が責任を果たすことを求める請願書名」のとりくみです。 

全体で 100 万人、全労連として 50 万人の目標でとりくみをすすめていますが、全労連の 1月末現在の集

約は、1万に届いていない状況です。国と東京電力の原発推進政策に歯止めをかけ、福島切り捨て政治を変

えていくうえで、最重要のとりくみであり、春闘とあわせて成功させる必要があります。 

職場の組合員すべてに署名をお願いすること、毎月のイレブン行動などでの該当での宣伝行動などで、署

名のとりくみを強めましょう。3 月 22 日(水)午後、原発をなくす全国連絡会、ふくしま復興共同センター

共催で、国会議員会館内で署名提出集会を開催します。それにあわせて署名の集中をお願いします。 

3 月 4 日～12 日は、「復興支援・ノーニュークス週間」として、現在各地でとりくみが具体化されています。

中央では、3月 4日に日比谷野外音楽堂で「原発ゼロ集会」がとりくまれます。成功にむけての取り組み強

化と、具体化されているとりくみについては、報告をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 原発をなくす全国連絡会は、「ふくしまの復

興と原発ゼロをめざす大運動」推進にむけて、

毎月のイレブン行動など大宣伝を提起してい

ます。 

6 年目を迎える 3.11 にむけて、「原発再稼

働反対」「福島切り捨て許すな」の世論をさら

に大きくしていくことが求められます。 

原発をなくす全国連絡会作成宣伝グッズ、

ポスター2 枚、横断幕 1 枚、のほり 1 枚で 1800

円と格安になっています。ぜひご活用をお願

いします。申し込みは、別紙でお願いします。 



 


